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                                                       2 ネットワーク情報学部では、2008 年度まではコース制を
































































































































企業名 導入製品 目的 範囲 導入効果








いちよし証券株式会社 SmartWorkflow 金融商品取引法への対応 － 金融商品取引法に対応した内部統制の実現
株式会社NTTクリオス OpenCube lite2008 決裁業務の効率化 全社的 追跡業務の負担軽減
業務の標準化 各拠点間の業務統一
機密性の高い文書のセキュリティ強化
株式会社早稲田アカデミー OpenCube lite2008 決裁案件の迅速化 全社的 稟議書の決裁の高速化
電子決裁による意思決定の迅速・省力化 学習塾品質の維持・向上
シービー・リチャードエリス株式会社 OpenCube lite2008 業務プロセスと情報共有インフラの改善 全社的 法務相談システム・営業起案システムの業務改善
コンプライアンス面での業務改善・決裁プロセスの迅速化




焼津水産科学工業株式会社 パソコン決裁DocGear 書類の共有と捺印 全社的 稟議書や事前協議所の書類所在の明確化
事前協議所の承認プロセスの改善 問い合わせの手間の軽減
業務プロセスの改善
エプソンサービス株式会社 パソコン決裁DocGear 承認業務の改善 決裁の迅速化
決裁権限の明確化 承認プロセスの改善
外出先での決裁による業務の迅速化
株式会社淺川組 パソコン決裁DocGear 取引先との契約の迅速化 全社的 契約プロセスの迅速化
印紙代の削減 紙出力や郵送費等のコスト削減
発注契約に関わるコスト削減 事務処理の改善




株式会社北海道新聞社 Stampless 社内稟議書の決裁迅速化 全社的 決裁の迅速化
進捗状況の確認






























































































































































13B .2.1. IDEF（IDEFファミリー） 
IDEF0 と は 1970 年 代 に 米 国 空 軍 の ICAM 


















                                                        
4 EAW(Enterprise Architect Workbench)：KBSI 社によっ
て開発された IDEF ベースのモデリングツール製品。 
36 




































































































































図 3 FD 事務室での登録手続き(As-Is) 
(Activity A123) 































































































































































































































































































































                                                        
8 生田校舎と神田校舎間での荷物の運搬に使用される運搬





























































































































図 11 給与の支払い(As-Is) 
 


























































表 3 改善余地と改善効果の一覧 
検討事項 タイプ 改善効果案 タイプ
A112 A1122 申込用紙に手書きで記入する 手書きによる記入 作業量 A112 申請書を作成する 時間の削減 工数
A113 A1131 FD事務室へ持参する 持参による手間 作業量 A113 申し込み申請をする 持参手間の削減 工数
窓口時間の制約 制約 業務期間の短縮 工数
A114 申し込み内容のデータ入力 入力作業の発生 作業量 A114 FD事務室が申し込みを承認する 重複情報入力の削除 工数
A121 募集要項の確認を確認する 学内のみでの閲覧 制約 A121 募集要項を確認する 制約の除去 制約
A123 A1231 FD事務室に行く 訪問する手間 作業量 A123 登録を行う 訪問手間の削減 工数
時間的制約 制約 制約の除去 制約
地理的制約 制約 情報確認の削減 作業負荷
A1232 希望授業の空きを確認する ステータスの確認による手間 作業量 重複業務の除去 作業負荷
A1233 登録用紙に手書き記入する 手書きによる記入 作業量
A1234 登録内容のデータ入力 入力作業の発生 作業量
重複した業務の発生 作業量
A125 A1252 登録用紙をコピーする コピーによる手間 作業量 A125 A1252 先生に採用結果を伝える 作業手間の除去 作業負荷
A1253 先生に採用結果を送る 郵送費用の発生 費用 費用の削減 費用
A1254 採用結果通知を作成する 書類作成の手間 作業量 A1253 学生に採用結果を伝える 作業手間の削減 工数
A1225 学生に採用結果を送る 郵送費用の発生 費用 費用の削減 費用
A221 A2212 活用記録表に手書きで記入する 手書きによる記入 作業量 A221 活用記録表に記録する 時間の削減 工数
重複業務の削減 工数
A222 A2221 先生の在室を確認する 確認作業による手間 作業量 A222 先生が承認する 確認手間の除去 作業負荷
A2222 先生に提出する 持参による手間 作業量 持参手間の削減 工数
地理的制約 制約 制約の除去 制約
時間的制約 制約 一括承認による効率化 作業負荷
A2223 記入内容の確認を行う 個別確認による手間 作業量 業務期間の短縮 工数
A2224 先生が捺印する 地理的制約 制約
A223 A2231 FD事務室へ提出する 時間的制約 制約 A223 FD事務室が承認する 持参手間の削減 工数
地理的制約 制約 制約の除去 制約
持参による手間 作業量 業務期間の短縮 工数
A231 A2311 業務内容を確認する 人の手による合計時間の確認 作業量 A231 業務内容・時間の確認を行う 作業量の削減 作業負荷
情報精度 入力ミス除去 情報精度
A232 活用表をコピーする コピーによる手間 作業量 作業量の除去 作業負荷
コピー費用の発生 費用 費用の削減 費用
A233 コピーを保管する 保管場所の発生 保管場所 保管場所の除去 制約
情報検索における手間 作業量 情報検索の削減 工数・作業負荷
A234 本書を給与担当者へ送る 書類送付の手間 作業量 書類の自動送信 工数
運搬時間の発生 制約 運搬時間の除去 工数
A235 A2351 活用データ入力 入力作業の発生 制約 重複作業の除去 工数・作業負荷
入力ミスの可能性 情報精度
A235 A2351 給与明細が人事課から送られる 運搬時間の発生 制約 A235 給与明細確認を行う 運搬時間の除去 工数
A2352 給与明細の保管を行う 保管場所の発生 保管場所 保管場所の除去 制約
A2353 給与明細の受け渡しを行う 時間的制約 制約 制約の除去 制約
地理的制約 制約 受取手間の削減 工数
受け取りの手間 作業量
A31 A311 報告書を受け取る 郵送費用の発生 費用 A31 活用報告書を作成する 費用の削減 費用
A312 報告書に手書きで記入する 手書きによる記入 作業量 時間の削減 工数
A32 報告書をFD事務室に提出する 時間的制約 制約 A32 報告書をFD事務室に提出する 制約の除去 制約
地理的制約 制約 持参手間の除去 工数
持参による手間 作業量
A33 A331 意見・概要データを入力する 入力作業の発生 作業量 A33 学部長へ報告を行う 重複業務の除去 工数・作業負荷
改善余地が見られるアクティビティ数 作業量 23 改善後のアクティビティ数 工数 21
30 48.9% 15 47.7%
改善余地の割合 制約 16 作業負荷 10
69.8% 34.0% 22.7%
アクティビティ総数 費用 4 制約 8
43 8.5% 18.2%
その他 4 費用 4
8.5% 9.1%
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